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ベカメックス東急がベトナム・ホーチミン市北部ビンズン新都市で手掛ける高級分譲マンション 

「ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮ」が竣工、１０月から入居開始 

～戸建住宅「ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ」最終フェーズも着工し、住宅開発がさらに進展～ 

東急株式会社 
ＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ． 

 
 東急株式会社（以下、東急）とベカメックスグループの合弁会社で、ベトナム社会主義共和国・ホーチミン市北
部ビンズン区のビンズン新都市において開発を行うＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ．（以下、ベカメックス東
急）は、同エリアにて高級分譲マンション「ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮ（ミドリパーク ザ・テン）」（以下、Ｔｈｅ ＴＥ
Ｎ）の開発を進めてきました。Ｔｈｅ ＴＥＮは２０２６年８月に竣工し、１０月から入居を開始します。 
 また、段階的に開発を進めてきた戸建住宅「ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ（ミドリパーク ハルカ）」（以下、ＨＡＲ
ＵＫＡ）についても、最終フェーズとなる２２戸を２０２６年１０月に着工します。これにより、住宅と生活利便施設の
集積が進む“ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ”エリアは、さらなる発展段階を迎えます。 
 
 Ｔｈｅ ＴＥＮは、総戸数３００戸の高級分譲マンションです。「ゆとりあふれる上質で自然豊かな住空間」をコンセ
プトに、1戸あたりの専有面積は平均１１０㎡、天井高は３．５ｍと、広々とした開放感のある住空間を実現してい
ます。こうした住空間のゆとりやデザイン性から、富裕層から高い関心を集めており、販売も好調に推移してい
ます。共用部には温浴施設、５０ｍプール、ジム、バーベキューテラス、キッズルームなどを設け、快適でゆとり
ある暮らしを支えます。 
 ＨＡＲＵＫＡの今回着工する最終フェーズは、４階建て・３ベッドルームのタウンハウス２２戸で、２０２７年１０月
に竣工、同年１１月から引渡しを予定しています。本フェーズを含むＨＡＲＵＫＡ全体の戸数は２４１戸となります。 

  

▲ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮ外観 ▲ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ 最終フェーズ（イメージパース） 

 ベカメックス東急は、Ｔｈｅ ＴＥＮを含め、これまでに約３，０００戸の住宅を供給してきました。今後も住宅と商業
施設が一体となった利便性の高い住環境の形成を進めることで、さらなるエリアの価値向上を目指します。 
また、ベカメックス東急がビンズン新都市で運営する商業施設「Ｈｉｋａｒｉ」では、日本発の寿司チェーン「Ｋａｐｐａ 
Ｓｕｓｈｉ」のベトナム１号店が２０２６年９月２４日に開業し、ビンズン新都市初出店となる映画館「ＡＥＯＮ ＢＥＴＡ 
Ｈｉｋａｒｉ」も同年１２月に開業を予定しています。これにより、Ｈｉｋａｒｉでは全１６区画の出店テナントが決定し、住宅
開発とあわせて、地域住民の日常を豊かにする生活利便・交流機能の充実をさらに進めていきます。 
  

 ２０２５年７月のベトナム行政再編に伴い誕生した新ホーチミン市の北部に位置するビンズン新都市は、大学
や研究機関などを集積させていく「科学技術都市」として再定義され、今後一層の都市機能の高度化が期待さ
れています。さらに、ホーチミン市都市鉄道（メトロ）１号線延伸計画において、その終点駅がビンズン新都市内
に計画されるなど、このまちの成長ポテンシャルが拡大しています。 
東急およびベカメックス東急は、２０１２年からビンズン新都市（総面積約１，０００ｈａ）において、「東急多摩田

園都市」の開発で蓄積したノウハウを活かし、住宅、商業施設、交通機関などの都市機能を一体的に整備する
「ＴＯＫＹＵ Ｇａｒｄｅｎ Ｃｉｔｙ」プロジェクトを推進しています。今後も、都市機能を一体的に整備し、持続的なまちづ
くりを推進しています。 

以 上 



【別紙】 

■ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮ 物件概要 

物 件 名 称 ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮ（ミドリパーク ザ・テン） 

敷 地 面 積 約１３，５００㎡ 

建 物 用 途 分譲マンション、一部商業 

建 物 規 模 地上１０階建て（計３００戸） 

延 床 面 積 約６５，０００㎡ 

間 取 り １ベッドルーム～４ベッドルーム ※最多間取りは２ベッドルーム 

住 宅 専 有 面 積 
１部屋あたり約４４㎡～１６１㎡ ※１～４ベッドルーム 

（最上階ペントハウス、タウンハウス、メゾネットタイプ等を除く） 

主 な 共 用 施 設 
温浴施設、５０ｍプール、ジム、バーベキューテラス、キッズルーム、コミュニティ

ルームなど 

竣 工 ２０２６年８月 

入 居 開 始 ２０２６年１０月 

販 売 価 格 

２ベッドルーム：平均７３．７億ベトナムドン（約４，４７０万円）※現在販売中の住

戸 

※２０２６年９月２３日付レート（１円は約１６５ベトナムドンによる） 

■物件内観写真 

  

▲ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮロビー ▲ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ Ｔｈｅ ＴＥＮ温浴施設 

 

■ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ 最終フェーズ概要 

物 件 名 称 ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ（ミドリパーク ハルカ） 

敷 地 面 積 約３，１８１㎡ 

建 物 用 途 分譲低層住宅（タウンハウス） 

戸 数 ２２戸 ※ＨＡＲＵＫＡ全体計画戸数：２４１戸 

建 物 規 模 地上４階建 

間 取 り ３ベッドルーム 

敷地面積（１戸あたり） 約１１４．０㎡～１３４．５㎡ 

延床面積（１戸あたり） 約２５１．９㎡～２５２．６㎡ 

工 期 ２０２６年１０月～２０２７年１０月（予定） 

販 売 時 期 ２０２６年内販売開始予定 

販 売 価 格 
約９５億ベトナムドン～（約５，７６０万円～）（予定） 

※２０２６年９月２３日付レート（１円は約１６５ベトナムドンによる） 

引 渡 し ２０２７年１１月から順次（予定） 
 



■物件パース（イメージ） 

  
▲ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ 最終フェーズ（イメージパース） ▲ＭＩＤＯＲＩ ＰＡＲＫ ＨＡＲＵＫＡ 最終フェーズ（イメージパース） 

 

■ベカメックス東急の開発エリアと実績 

 ベカメックス東急は、２０１２年からホーチミン市北部のビンズン新都市（総面積約１，０００ｈａ）において、住宅、
商業施設、交通機関などが一体となった複合的なまちづくりを推進しています。開発地を「ＴＯＫＹＵ Ｇａｒｄｅｎ Ｃ
ｉｔｙ」と名付け、まちのコンセプトに「Ａｌｗａｙｓ ＮＥＷ！」を掲げ、ベトナムにおける新たな都市開発モデルとなること
を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ベカメックス東急の開発エリア周辺のインフラ計画 

 ２０２４年に開業したホーチミン市都市鉄道（メトロ）１号線（ベンタイン－スイティエン）の延伸計画の沿線にベカ
メックス東急の開発するビンズン新都市も含まれています。また、環状３号線・４号線道路の建設など、複数のイ
ンフラ事業が進められており、交通利便性向上と都市機能の高度化が期待されます。 

 

【参考】 

■ベカメックス東急 概要 

名 称 ＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ．（ベカメックス東急） 
代 表 者 社長 平田 周二（ひらた しゅうじ） 
事 業 内 容 不動産開発業・不動産販売業・不動産賃貸業 

資 本 金 
８兆６，０００億ベトナムドン（約５２０億円） 
※２０２６年９月２３日付レート（１円は約１６５ベトナムドンによる） 

設 立 年 月 日 ２０１２年３月１日 

出 資 比 率 
東急株式会社 ６５％ 
ＢＥＣＡＭＥＸ ＧＲＯＵＰ． ３５％ 

 


